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明治～戦前期の『川越の地図』について、川越市立中央図書館が所蔵する主な資料と関連情報

を紹介します。 

※★印のついた資料は、川越市立図書館ホームページ「デジタルアーカイブ」でも閲覧が可能

です。 

（資料は タイトル／著者名／出版者／刊行年／請求記号 順に記載しています ） 

〇川越の地図 

 ・『川越上松江町地図』 川越図書館 1868（慶応 3/明治元） K293 ｶ ★ 

  当時の上松江町の土地の区画、氏名等が示された図。 

・『〔明治初年川越図〕』 1870（明治 3） K293 ﾒ ★ 

 川越市街の道、町名が大まかに示された図。 

・『鍛冶町図 第一大区一小区川越鍛冶町図』 川越図書館 1873（明治 6） K293 ｶ ★ 

 当時の鍛冶町の土地の区画、氏名等が示された図。 

・『川越町他五ヶ村隔地字中台縮図』 1877（明治 10） K293 ｶ 

 「川越町、松郷、寺井村、東明寺村、小久保村 右各村隔地字中基縮圖」と記載あり。 

・『川越町他五ヶ村測量縮図』 1877（明治 10） K293 ｶ 

 「川越町、松郷、寺井村、脇田村、東明寺村、小久保村 右六箇村測量縮圖」と記載あり。 

・『明治 26年川越町焼失之図』 川越市文化財保護協会／編 1980（昭和 55） K293 ﾒ 

 原本は川越市立博物館蔵。明治 26年の川越大火の際被害にあった建物等を示している。 

・『川越案内』 川越商業会議所／編 1908（明治 41） K293 ｶ 08 

 附図（地図部分）2階地図架に複製あり。 

・『川越市街全図』 鎌田 治兵衛／編 進愛社 1912（明治 45/大正元） K293 ｶ 

 当時の川越町の行政区域が示された 2400分の 1の地図。それぞれの土地に地番が書いてある。 

・『川越市街明細図』 西田 幸太郎／編 1913（大正 2） K293 ﾆ ★ 

 川越市街の主要な道、町名、施設や寺社等が示された地図。 

・『川越市街図』 昭和初年頃 K293 ｶ 

川越市街の主要な道、町名、施設や寺社等が示された地図。 

・『川越案内』 川越市役所 1928（昭和 3） K293 ｶ ★ 

川越の街並を描いたカラーの「川越市鳥瞰図」という図あり。 

・『川越市街全図』 火災保険図研究社／作図 川越市街地図頒布会 1930（昭和 5） K293 ｶ ★ 

  2階地図架に複製あり。 

  当時の川越町の行政区域が示された 2400分の 1の地図。それぞれの土地に地番が書いてある。 

 



・『川越市全図 昭和 11年 9月』 川越市役所 1936（昭和 11） K293 ｶ ★ 

 当時の川越町の行政区域内に、主要な施設や寺社等が示されている。 

・『昭和前期日本商工地図集成 第 1期』 地図資料編纂会／編 柏書房 1987（昭和 62） 

 当時（川越市部分は 1932（昭和 7）年発行）の川越市街にある主要な商店、施設、寺社等

が示されている。図の裏面には，細目分類された業種別索引を備え，地番・電話番号もあ

る。 

 ※国立国会図書館デジタルコレクションの図書館送信サービスで閲覧できる『大日本職業

別明細図』（東京交通社／編）と同じ地図が掲載されている。 

・『川越〔地形図〕』 K293 ｶ 

明治 40年、大正 12年に測量された縮尺 5万分の 1の地図。所蔵は次の表のとおり。 

広範囲の地図のため、道路・鉄道の位置関係等を調べる際に有効。 

明治 40年 

測（量）図 

 

明治 42年製版 明治 45年第 1回 

部分修正 

大正 2年 

9 月改版 

大日本帝国陸地測量部 

1913 

同 45 年部分修正図 

大正 4年鉄道補入 

 1916 

明治 45年第 1回 

部分修正測図 

大正 5年 

改版 

1916 

大正 12年修正測図之縮図 昭和 14年第 2回 

部分修正 
縮図 1941 

大正 12年修正測図之縮図 昭和 14年第 2回 

部分修正 
縮図 地理調査所 1946 

大正 12年修正測図 昭和 34年部分 

修正測量 

 
国土地理院 

1961 

大正 13年修正測図  

大日本帝国陸地測量部 

1926 

大正 13年修正測図 昭和 4年鉄道補入  1930 

大正 12年測図 昭和 2年鉄道補入  1929 

 

※以下は広範囲の地図のため、川越とその周辺の位置関係等を調べる際に有効。 

・『埼玉県管内全図』 大川 通久／著 長島 恭三郎 1895（明治 28年） K292 ｵ 

『川越市合併史稿』p.77に『埼玉県管内全図』の一部記載あり。 

 ・『埼玉県地図』 埼玉県教育会／編 1926（大正 15/昭和元）年頃 K292 ｻ 

 ・『埼玉県全図』 埼玉仁里堂／編 1930（昭和 5） K292 ｻ 

 ・『最近調査大日本分縣地圖併地名總攬』 

昭和１２年度版 
国際地学協会 

1937 R 291.03 ｻ 37 

昭和１４年度版 1939 R 291.03 ｻ 39 

昭和１６年版 日本統制地図 1941 R 291.03 ﾀﾞ 41 

 ・『最近調査大日本地名辭典並交通地圖大鑑 昭和７年度改造版』 

国際学術評論社 1932（昭和 7） R 291.03 ｻ 32 

 

 



〇迅速測図 

 参謀本部、陸軍測量部が国土の詳細な地図の整備を「迅速」に進めるため、明治初・中期 

三角点の成果に基づかない測量法によって作成された関東地方の縮尺 2万分の 1の地図。 

・『明治前期測量 2 万分 1フランス式彩色地図』 日本地図センター 

 1997（平成 10） K293 ﾒ 

埼南 3（川越市,坂戸市東部,鶴ヶ島市東部,比企郡川島町地区） 

埼南 8（上福岡市,川越市南部,狭山市,入間郡大井町・三芳町地区） 

  当時の軍制がフランス式だったため、フランス式彩色で作成された地図（未公刊）の復刻版。 

・『明治十三年～十九年迅速測図二万分之一（埼玉県）』 

参謀本部陸軍部測量局／作 昭和礼文社 1979（昭和 54） K292 ｻ 

  軍制がドイツ式に変更になったことに伴い、一色刷で作成・公刊された地図の復刻版。 

 ・『明治前期関東平野地誌図集成』 地図資料編纂会／編 柏書房 

1989（昭和 64/平成元） R291.3 ﾒ 

  迅速測図を現在の 2万 5千分の 1地形図の図郭と一致するように縮小調整した複製図。 

 

 ※インターネットでの閲覧 

・歴史的農業環境閲覧システム 農研機構農業環境研究部門 

  https://habs.rad.naro.go.jp/ 

  フランス式彩色の迅速測図をインターネットで閲覧することができる。 

「比較地図」で過去（迅速測図）と現在（地理院地図）の様子を並べて比較可能。 

 ・今昔マップ on the web 谷 謙二 

  https://ktgis.net/kjmapw/ 

  国土地理院（旧参謀本部陸地測量部、内務省地理調査所）の作成した地形図と、様々な地

図・空中写真と比較することができる。 

 

〇そのほか 

・『埼玉県営業便覧』全国営業便覧発行所／編  

1902（明治 35）（復刻版 1977（昭和 52）） K670 ｻ 

明治 33 年時点での埼玉県の地理と沿革、繁昌記（＝広告）、町列が記載されている。町列

は、道路沿い店舗業種および商店主名を記載。 

https://habs.rad.naro.go.jp/
https://ktgis.net/kjmapw/

